
内
解
答
に
あ
た
っ
て
の
注
意
｝

専
門
試
験
は
、
史
料
解
読
と
日
本
史
学
の
二
つ
か
ら
な
る
。

史
料
解
読
の
試
験
は
、
間
一
か
ら
間
四
ま
で
の
四
間
の
な
か
か
ら
こ
間
を
選
択
し
て
解
答
し
な
さ
い
。

日
本
史
学
に
つ
い
て
は
、
問
題
文
の
指
示
に
従
っ
て
解
答
し
な
さ
い
。

解
答
は
問
題
ご
と
に
別
紙
の
答
案
用
紙
を
用
い
、

い
ず
れ
も
縦
書
き
で
記
し
な
さ
い
。

史
料
解
説
（
二
間
）
と
日
本
史
学
の
配
点
比
率
は
、

一
対
一
で
あ
る
。



欄
出
掛
瑚
繍
欄

人

文

学

分
野
・
等
門
日
ふ
え

1
1

専
攻

！般大
l入広：
ゆ瓦

企話

芸語
交欝
会遍

間
次
の
八
つ
の
語
句
の
中
か
ら
一
一
一
つ
を
選
び
、

参

議

勅

旨

田

下

文

撰

銭

四
つ
の
口

井

原

商

鶴

平

塚

ら

い

て

う

国
家
神
道

叫
司
度
第
2
期

問

題

種

別

専

門

剖

劇

謝
料
鶴
田
｜
刻
刻
刻

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

名
古
屋
大
学
大
学
続
人
文
学
研
究
科

料
自



縛
士
前
期
課
程

大
幣
院
ス
学
試
験
問
題

（
（
一
般
入
試
γ
社
会
人
入
試
）

制
司
劇
第
2
期

人

専
攻

3t 
科l

箆

文

分
野
J
l専
門 学

日
本
サ
～
ザ
字

間次
の
史
料
を
読
ん
で
以
下
の
設
捕
に
答
え
よ
。

太
政
官
持

耐
出

ν
附
脳
髄
諸
問
｛
民
同
誌
任
中
一
皮
入
v
京
本

仏

中
羽
叩
訓
絡
巧
迎
締
間
四
倍
ヌ
ロ
伏
先
年
八
月
サ
日
議
議
友
迩
術
中
的
別
役
問
仙
紙
上
殺
行
迩
江
槌
守
清
原
英
人
瓦
野
泰
脱
俗
・
箇
中

之
政
側
刻
倒
可
ν
－m．
荷
戎
叫
mu－史生一－

F
子
問
’
政
．
鍵
猶
v
繭
v
繍
ι
伏削説。単品
a
管
長
時
淵
附
a
史
生
一
人
一
業
問
機
政
於
孟
階
之
前
M

－
J
r
タ
リ

A
T綿
一
期
限
一
一
宮
一
丸
山
知
山
後
飽
却
．
使
印
刷
e
－
史
生
一
令
ν
成
舗
法
一
政
－
者
＠
依
v
炎
．
但
有
ν
可
v
湊
a
於
玉
階
前
－
翁
．
錐
v
非
加
山
銭
使
時
隠
ν
入
v
京
．
無
a
可

p
‘、

v
泰
之
本
－
お
e

雌
”
籾
”
築
山
悦

Mm不
ν
腿
・
之
者
．
今
市
議
z
生
設
華
子
時
一
五
一
施
中
伺
羽
交
絡
的
制
川
副
割
問
削
脳
剥
剥
制
必
例
刻

i
i
i
1
1
1
1
1
j
i
t－
－

1
1
1
1
1
1
1
E
P
P
D－b
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
l
i
t－
－

1
l
i
l
t－
I
l
l
1
1
1
l
i
i
t
E
1
2
1
v
b
c
υ
怜

i
l
l
t

間
以
か
慎
二
、
邸
蕗
苅
棚
符
a
或
可
。
ぉ
－
表
ν之
a
M
m
別
院
議
”
五
階
”
態

b
際
－
変
未
v務
協
誕
同
日
一
今
部
附
翻
長
官
錦
v山
中
舗
総
務
一
締
v
般
入

ν
京
a

就
v
｛
島
市
v
政
．
官
云
．
非
v
可
v
市
役
嗣
支
階
前
”
之
友
一
何
搬
入
v
京
．
資
m
判
地
獄
－
従
a
抽
氾
均
一
求
忠
之
政
捻
一
迎
不
・
穏
便
一
伏
一
望
．
任
中
一

斑
ν
入
v京

A
7－府－一樹擁政一者
mmm山
地
京
下
回
久
不
v
節
点
相
．
防
ν統
制
間
資
．
位
協
山
奥
出
m制
大
祭
管
内
務
関
柏
崎
不
v
在
批
限
何
者
．
中
総
言

粂
左
近
衛
大
郷
従
一
一
一
位
藤
原
抑
制
問
凶
暴
絞
窓
，
ネ

ν勅
．
依
v
部．

長
級
十
年
六
月
サ
入
日

典
拠
・
：
黒
板
勝
美
縞
『
新
訂
地
補
国
史
大
系

類
取
県
三
代
格
』
古
川
弘
文
館
、
一
一
一

O
一一員

（
二
傍
綜
部

a

を
記
せ
。

「
天
長
一
元
年
八
月
廿
日
：
：
：
清
原

人
夏
野
奏
状
」

は
ど
こ
ま
で
か
、

末
尾
の
一
一
一
字

（
ニ
）
傍
線
部

a
に
関
連
し
て
、
清
原
夏
野
の
奏
状
と
こ
れ
に
対
す
る
決
済
内
容
は
、

な
問
題
を
ひ
き
起
こ
し
た
か
、
史
料
に
基
づ
い
て
述
べ
よ
。

（ 

一一一、句，，
傍
親
部

a
に
関
連
し
て
、

清
原
一
奥
野
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
を
述
べ
よ
。

（四）

崎
市
緯
部
b

「
朝
集
使
」

に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

（五）

傍
錦
部

c

「
何
者
・
：
・
：
来
審
其
旨
。
」

に
つ
い
て
漢
字
仮
名
交
じ
り
の

（
六
）
傍
線
部

c
に
関
連
し
て
、
公
式
令
に
お
け
る
奏
上
の
原
則
的
な
方
式
と
、

け
る
例
外
的
な
方
式
に
つ
い
て
説
明
せ
よ
。

後
に
ど
の
よ
う

き
下
し
文
に
せ
よ
。

非
常
時
そ
の
地
に
お

名
寄
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科



著
作
権
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
公
表
さ
れ
た
著
作
物
を
使
用
し
た
入
学
試
験
問
題
に

本
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
の
公
衆
送
付
に
つ
い
て
著
作
権
者
よ
り
許
諾
を
得
て
い
な
い
た
め
︑

こ
れ
を
削
除
し
︑
出
典
名
等
を
記
載
す
る
こ
と
と
し
ま
す
︒

験
問
題

京
人
入
試
）

叫
司
度
第
2
期

欄
剖
醐
矧
概
輯

g人l

等
門｜学｜

日

卒
史
学

文｜

専
攻）

すご

出
料
自

〈 〈 （ （ （ （ （ 記之諮し（ 改あ問
七

ム

五 四 一 下参勾 51出 めるー
ノ、

〉 ） ） 、国〆 〉 ） ） 

の 所注用典 た－ -
」ヤ・ 傍 傍 傍 傍

線傍 大
人。 之際中 著小・手・ 『増権 簡と次の 線 綴 線 線

粂 所を史 φ 窃 ＠ ⑫ ① 
続寺子

が示に料 を lま を ~ 代警 II II 統史 あす掲げの 淡
、

読 言箆イコ
キ土 II 空者寝 室者恋 る興 し、 pナ- 言生 み み
雑 料大 。 ま る

味 て か t品 下 下
毒事 識のに

た史深 説 な 議 し し
記 代配近 成 、料し、 明 i!lも 文 文 '-

。下侍
太を点 せ じ

、 1ザ 継 です 大章、．
の 学 説

、
よ り ｛可 改 改 舜あ者る

院寺粂主立
。

文 を め め 筆
上る はん

要 売 た よ
者 E盗縫

。 懇 で
と 改 却 つ

。
舜立

殺干事土
旬、

考 め し え f主 てコ
若手に野 注下

え よ た で お
b、

弘さ II を昔日
ら

。
の

、 て II ま滋 記 付の
れ 為、 ど E定

知 奨ざ名 四
たし 殺間る

、
の F寸ムー、． 舜ま

。
色m

点 述 よ る
をな上 一 用 j に

J、命、 フ iま と 間奉悶 殴 語答、．
ぐ〉 よ な ふ

」

い仕 II 五 ． えし、 。
等主 り ろ

たを近 頁 人よ
て 態 主主 を

だす隣 よ 名。、
主主 な 述

しるの り でな自 起 を
.,-::. 

た集図 地
、

よ あおEお き Jコ 。
鐙者の待と

ふ る、
た け り

史言急 の る の一み カま
そ料ぜ カ通 、削

忠良ら な
よ

、
と 下。れ 、 の文

。
説

。
実る 勾 他 r:p

号月 校舜寺 人 点
、 の

せ 文名 な 適宜 l。まよ II 主
。

ど
表

、。
校｜｜隆 を
文筆舜 打 記等 官議F事1] 。者法 ち

の綬 直 をで

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

ad29079907
長方形



橋
記
鰍
繊
轍
翻

人！

六
学
院
川
八
学
試
験
問
題

（
弘
、
般
入
試
千
社
会
人
入
試
）

制
年
度
第
2
期

文l

問
題
種
別

制
制
制
劉

刺

P1J 

学

分
野
U
J
身
内
日
牛
や
ま
母
、
プ

ま
恥
門
’
h
併
殺

専
攻

鞘
門
制
験

問
一
ニ
次
に
一
が
す
史
料
は
、
河
内
閣
石
川
郡
神
山
村
で
代
々
庄
屋
役
を
抱
っ
て
き
た
高
橋
家
に
伝
来
す
る

も
の
で
、

A

は
別
紙
〈
B
）
の
翻
刻
文
、
別
紙

B
は
翻
刻
文
（
A
）
の
も
と
と
な
っ
た
史
料
原
本
の
コ

ピ
ー
で
あ
る
。
ま
た
史
料
の
宛
先
に
免
え
る
太
郎
兵
衛
は
高
橋
家
の
祖
先
で
あ
る
。
こ
の
史
料
を
読
ん
で

以
下
の
伺
い
に
答
え
よ
。

借
用
市
銀
子
之
事

ム
口
ム
ハ
拾
五
匁
者
促
、
弐
わ
り
也

右
之
銀
子
、
当
御
年
策
三
ケ
…
銀
一
一
相
世
間
り
、
何
共
め
い
わ
く
位
候
故
借
用
申
、
御
公
儀
へ
上
ケ
申
所
実

証
明
白
也
、
別
問
し
ち
物
と
し
て
①
吋
唱
叫
叫
斗
寸
同
封
ば
判
所
け
時
刈
剖
3
d
1
J可
司
対
d
J
A公
判
併
叫
、

御
年
寅
之
一
敗
し
ち
物
一
一
指
入
申
倹
問
、
来
秋
中
本
り
共
急
度
初
日
併
可
申
候
、
＠
副
副
凶
副
団
齢
制
付
計
剖

玲
叫
議
河
混
乱
調
司
荷
吋
．
2
司
社
司
司
司
ゴ
語
調
倒
問
、
務
少
成

持
銅
引
ぽ
り
申
上
ハ
、
右
之
し
ち
物
永
代
御
殺
な
か
し
可
被
成
候
、
為
其
後
日
之
託
文
如
件
、

寛
永
十
五
年
寅
十
一
一
月
十
七
日
神
山
弥
三
右
衛
門
（
路
押
〉

神
山
太
郎
兵
衛
殴
ま
い
る

A （
こ
こ
の
史
料
の
内
容
に
つ
い
て
、
発
給
同
月
が
な
ぜ
十
二
月
な
の
か
を
含
め
て
、
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

（
二
）
傍
線
①
に
見
え
る
上
回
の
石
盛
を
小
数
点
以
下
一
一
ケ
タ
ま
で
の
数
値
で
示
せ
。

（
一
一
一
）
傍
線
窃
を
、
臨
蹴
図
部
分
を
原
本
を
参
照
し
て
翻
刻
し
な
が
ら
解
釈
せ
よ
。
な
お
、
到
の
数
は
必
ず

し
も
字
数
と
一
致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
四
）
史
料
に
み
え
る
傍
銀
は
返
済
さ
れ
た
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
分
か
る
か
説
明
せ
よ
。

（
五
）
江
戸
時
代
に
お
け
る
年
索
納
入
の
制
，
度
上
の
特
徴
や
庄
廃
が
果
た
し
た
社
会
的
役
割
を
念
頭
に
霞

き
な
が
ら
、
右
の
史
料
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
を
述
べ
よ
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科



糊
出
掛
闘
関
樹

／般溢
｛入瓦

匂茨
～主義

:i;:;;際会

子商
八題
試

側
年
度
第
2
期

~~ 
ド

問
調
繍
別
－
事
側
川
齢
験

制
瞬
間
賞
杯
糾
組

‘
Rν 

｝ 

． 
> l ' タ，、

名
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大
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繍
出
制
矧
翻
翻

刈

:SC! 

分
野

高学！
日
牢
'{ 

，エ

専
攻

比
停
院
ス
学
試
験
問
題

（
出
般
入
試
J

・
社
会
人
入
試
）

問
題
種
別

劃
験
科
医

R
1
ι
J
L

い明
F
必
4

．eぬ
ド

E
F

間

関

史

料

A
は
あ
る
出
来
事
を
め
ぐ
っ
て
外
務
大
疫
の
加
藤
高
明
が
閣
議
で
報
告
し
た
内
容
、
史
料
B

は
向
じ
出
来
事
を
め
ぐ
っ
て
元
老
の
井
上
殺
が
表
明
し
た
窓
見
で
あ
る
。
史
料
を
読
ん
で
以
下
の
関
い
に

答
え
よ
。

史
料
A

伊
藤
正
徳
編
『
加
藤
高
明
』
下
巻
（
加
藤
伯
伝
記
編
纂
委
員
会
、
一
九
一
一
九
年
）

『
斯
か
る
次
第
で
、
日
本
は
今
羽
、
間
盟
侠
約
の
義
務
に
依
っ
て
参
戦
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場
に
は
居
な

い
。
係
文
の
規
定
が
、
日
本
の
参
戦
を
命
令
す
る
や
う
な
事
態
は
、
今
日
の
所
で
は
未
だ
殺
生
し
て
は
腐

な
い
。
た
い
点
、
一
は
、
英
閣
か
ら
の
依
頼
に
基
く
同
盟
の
情
誼
と
、
一
は
、
①
帝
闘
が
此
機
舎
に
繍
逸
の

根
綴
地
合
東
洋
か
ら
一
掃
し
て
、
閣
際
ょ
に
一
段
と
地
位
を
高
め
る
の
利
益
と
、
こ
の
こ
熱
か
ら
参
戦
を

断
行
す
る
の
が
機
宣
の
良
策
と
信
ず
る
。

友
り
乍
ら
、
此
捺
参
戦
せ
ず
、
翠
に
好
意
の
中
立
を
守
っ
て
、
内
に
悶
カ
の
充
桝
燃
や
｝
図
る
事
も
一
策
と

一
言
ふ
事
が
出
来
る
。
交
戦
闘
が
戦
に
疲
れ
終
る
と
き
、
資
力
を
充
備
す
る
口
H

本
は
、
自
然
、
閣
際
的
地
位

を
高
め
る
結
果
と
な
る
か
ら
、
或
は
此
方
が
材
内
全
の
策
で
あ
る
と
の
綴
測
も
出
来
る
。
自
分
一
衛
の
考
は
、

参
戦
断
行
の
一
率
の
み
で
あ
る
が
、
市
中
は
術
閣
の
存
亡
に
も
関
す
る
重
大
案
件
で
あ
る
か
ら
、
機
援
の
上

に
も
燦
窓
会
｝
以
て
議
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
何
う
か
前
述
の
ニ
策
に
就
い
て
篤
と
諸
君
の
忌
四
国
な
い
御
意
見
を

伺
ひ
皮
い
』

史
料
巳
井
上
欝
侯
伝
記
編
纂
会
線
開
山
宮
外
井
上
公
伝
』
第
五
巻
（
内
外
感
籍
、
一
九
一
一
一
郎
年
）

一
、
今
回
歎
洲
ノ
大
綱
乱
ハ
、
日
本
図
運
ノ
後
援
ニ
釘
ス
ル
大
正
新
時
代
ノ
天
給
ニ
シ
テ
、
日
本
笛
ハ

直
ニ
畿
圏
一
致
ノ
閤
結
ヲ
以
テ
、
比
天
紡
ヲ
本
受
セ
ザ
ル
ベ
カ
一
ブ
ズ
。

一
、
比
中
〈
紡
ヲ
全
ウ
セ
ン
ガ
為
一
一
、
母
内
ニ
於
一
ア
ハ
比
年
採
々
タ
リ
シ
勝
減
税
等
ノ
総
論
ヲ
中
止
シ
、

財
政
ノ
基
礎
ヲ
強
固
一
一
シ
、
一
切
ノ
融
機
論
ヲ
排
シ
、
闘
論
ヲ
世
界
ノ
大
勢
一
一
随
伴
セ
シ
ム
ル
様
指
導

シ
、
以
テ
外
交
ノ
方
針
ヲ
確
立
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

て
北
戦
局
ト
共
ニ
、
笑
・
仰
・
露
ノ
劉
紘
一
致
ハ
一
史
ニ
強
国
ニ
ナ
ル
ト
共
ニ
、
日
本
ハ
右
一
二
図
ト
一

致
閣
総
シ
テ
、
③
朝
起
桝
叶
「
制
対
刑
判
パ
利
樹
判
割
説
明
川
ぺ
刈
刻
。

て
東
洋
ニ
釘
シ
英
ハ
海
鍍
力
、
露
ハ
篠
鐙
力
、
品
川
ハ
財
カ
ヲ
以
一
ア
之
ニ
ノ
ゾ
メ
リ
。
拘
モ
海
陸
一
例
カ

ア
ル
防
本
ハ
、
安
シ
ク
偽
ヲ
説
、
持
英
露
ヲ
勧
メ
、
側
ト
共
ニ
財
力
ヲ
以
一
ア
日
本
ノ
援
助
ト
ナ
ラ
シ
ム

ル
ノ
策
ヲ
議
ゼ
ザ
ル
ベ
カ
一
ブ
、
ス
。

一
、
④
削
剥
阿
部
斗
制
対
川
剣
閥
刈
パ
剖
制
制
判
斗
制
矧
制
片
付
対
川
劇
制
ヲ
、
此
時
局
ト
共
一
一
英
騒

人
ヲ
シ
テ
直
チ
ニ
侮
俊
セ
シ
ム
ル
ノ
方
法
ヲ
採
ラ
ザ
ル
ベ
カ
一
フ
ズ
。

一
、
日
絡
協
約
ハ
此
数
年
間
鱗
ロ
紙
上
ノ
協
約
タ
リ
。
此
時
局
ニ
際
シ
、
次
第
一
一
兵
礎
的
率
質
的
ノ
協

約
タ
ラ
シ
メ
、
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

て
以
上
英
・
偽
・
露
ト
誠
繁
ナ
ル
聯
合
的
回
締
ヲ
ナ
シ
、
此
基
礎
ヲ
以
テ
、
⑨
日
本
ハ
支
那
ノ
統
一

者
ヲ
懐
柔
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

て
以
上
、
英
・
品
川
・
露
一
一
一
騎
ニ
於
ケ
ル
我
外
交
官
ノ
撰
抜
ハ
、
比
時
局
一
一
際
シ
特
ニ
一
致
聯
絡
ノ
十

分
ナ
ル
様
、
茶
人
撰
ノ
注
意
ヲ
誤
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

一
、
飲
洲
ノ
一
ニ
大
外
交
方
街
ノ
人
撰
ヲ
全
フ
ス
ル
ト
共
一
一
、
⑥
哀
ヲ
心
服
セ
シ
ム
ペ
キ
特
派
員
又
ハ
公

使
ノ
有
力
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
支
那
一
一
撰
任
セ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

明
治
維
新
ノ
大
業
ハ
鴻
議
ヲ
伎
界
一
一
求
メ
タ
ル
ニ
ア
リ
。
大
正
新
政
ノ
設
展
ハ
、
比
世
界
的
大
綱
批
ノ
持

局
一
一
決
シ
、
欧
米
張
関
ト
敏
行
提
携
シ
、
世
界
的
問
題
ヨ
リ
ノ
日
本
ヲ
度
外
ス
ル
コ
ト
能
ハ
ザ
ラ
シ
ム
ル
ノ

基
礎
ヲ
確
立
シ
、
以
テ
近
年
勤
モ
ス
レ
バ
日
本
ヲ
孤
立
セ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
欧
米
ノ
趨
勢
ヲ
、
根
底
ヨ
リ
一

掃
セ
シ
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
此
千
歳
一
遇
ノ
大
局
一
一
成
シ
、
区
々
タ
ル
際
情
又
ハ
箆
的
感
情
ノ
矯
メ
適
材

ヲ
適
所
一
一
求
メ
ザ
ル
ガ
如
キ
ハ
櫛
ジ
テ
図
家
ヲ
獲
ブ
ル
モ
ノ
ニ
非
ル
ナ
リ
。

2020! 

年
度
第
2
期

謝
開
制
験

利
目
印
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科



欄
出
醐
矧
欄
輯

叫
年
鹿
第
2
期

加
解
脱
1
A
学
試
験
問
題

（
戸
般
入
山
崎
γ
社
会
人
入
試
）

文

分
野
・
専
門
員
事
実
ゆ
仏
J

朝
門
閥
験

人

学

専
攻

問
題
穣
別

試
－
劇
科
目
！

1
8
1
1問

u
y
p
w
a
y
h
mド

£vu

（

1
）
あ
る
出
来
事
と
は
何
か
。

（

2
）
史
料
A
の
傍
線
部
①
と
史
料
8
の
傍
線
部
告
⑤
⑥
か
ら
、
加
蹴
械
や
井
上
は
日
本
に
お
け
る
中
国
へ

の
対
応
を
い
か
に
す
べ
き
と
考
え
て
い
た
の
か
、
加
藤
と
井
上
の
考
え
方
の
遼
い
に
留
意
し
つ
つ
、

そ
の
一
致
点
も
含
め
て
説
明
せ
よ
。

（

3
）
傍
線
部
＠
で
、
芥
上
は
あ
る
出
来
事
に
対
応
す
る
た
め
に
、

て
い
る
の
か
。
説
明
せ
よ
。

箇
内
問
題
を
ど
う
す
べ
き
と
主
張
し

（

4
）
傍
線
部
窃
の
よ
う
に
日
英
同
盟
が
一
会
っ
た
燦
史
的
管
法
〆
を
概
説
せ
よ
。

（

5
）
史
料
A
と
史
料
8
を
比
べ
、
加
藤
と
井
上
が
考
え
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
対
応
の
遠
い
に
つ
い
て
、

説
明
せ
よ
。

（

6
）
日
本
の
近
現
代
史
に
お
い
て
、

意
味
に
つ
い
て
論
じ
よ
。

井
上
の
よ
う
な
一
苅
老
と
い
う
存
在
が
大
き
な
カ
を
有
し
た
。

そ
の

科i
El 

問略
伝3

名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科



博士前期課程

人文学

分壁土車問

2020年度第2期
大学院入学試験問題

（一般入試・社会人入試）
専攻 問題種別 専門試験

翠準史学 試墜型畳一 アジア皇基盤

問） 次の事項の中からえ♀を選択して説明しなさい（各数行～刊行程度）。

解答は解答用紙に書き，選択した事項の番号を明記すること。現代日本語・

中剖語・英語のいずれかで解答してよい。

(1）鄭成功

(2）仰部文化

(3) 均1jfi命・平準

(4) 『巨本i主｜志J

(5）サラディン

(6）李克

(7）吐蕃

(8）地了銀

(9）マルク（モルッカ）諸島

(10）『水経注J

名古屋大学大学院人文学研究科



博士前期課程 2020年度第 2期

大学院入学試験問題
（一般入試・社会人入試）

人文学 専攻 問題種別 専門試験

分野・専門 東洋史学 試験科目 漢文文献解説科醤

問題）下記の文章を現代日本語に訳しなさい。

夫校経者賂以求其是世審知経宇有漏則改之此漢人法自漢人求諸義市首改則改之不必其有左

諸白漢市下多述漢人不敢立説捜改故障稽古本及他引経之文可以正流俗経本之宇者間j改之…

……凡校書者欲定其一是明賢聖之義理於天下高世非如今之イ谷子誇博鎗誇能考核也故有所謂

宋版書者亦不i酎交番之一助是別取之不是期伊之宋版宣必是部故刊古書者其学識無i感則折衷

為定本以行於世如東原師之大戴樫水経注是也其学識不能自信知照蓄刊之不敢措一酔不嘗掠

掠各本イ多口談是＃也今足下為槽記考異既不敢折衷定本乃欲談是＃耶果能談是ヰド財何不折衷

定本也・・・・・・・・・東原師云失不知為不知之意市徒増一惑以滋識者之緋之正謂此

（段玉裁『経前楼集』巻十一、答顧千里

名古農大学大学院人文学研究科



著作権法で定められている公表された著作物を使用した入学試験問題に
本ウェブページの公衆送付について著作権者より許諾を得ていないため、
これを削除し、出典名等を記載することとします。

博士前期課程 2020年度第2期
大学院入学試験問題

• （一般入試・社会人入試）
人文学 専攻 問題種別 専門試験

分野・専門 白 2干支 E 試験科医 苓持工科目

I 次の文書診をよく読んで、下記の潤いに答えなさい。

出典： N.A. M. Rodger，，“Sea・Power and Empire, 1688・1793，＇’ The Oxfo1・d 1弘前＇l"Yof the 

B1itish Empii-e, Vol. 2, ed. P. J司 Marshall(Oxford University Press, 1998), pp. 169-170. 

問1 下線部①について、 g本語で具体的に説明しなさい。

間2 下線部②について、日本語で具体的に説明しなさい。

間3 下線部＠を日本語に訳しなさい。

間4 下線、部窃を臼本語に訳しなさい。

間5 下線部⑤を日本語に訳しなさい。

名古慶大学大学読人文学研究科

ad29079907
長方形



著作権法で定められている公表された著作物を使用した入学試験問題に
本ウェブページの公衆送付について著作権者より許諾を得ていないため、
これを削除し、出典名等を記載することとします。

博士前期課程 2020年度墾2塑
大学院入学試験問題

（一般入試・社会人入試）
人文学 奪攻 問題種別 専門試験

分野・専門 白 ）4!f芸 試験科包 亨 f君 主科堕

日 以下の英文を読んで＼簡いに答えなさい。

出典： Martin Albrow,"Global Age," The Wiley輪BlackwellEncyclopedia of Globalization 

(Blackwell, 2012) 

問 1 ①、＠、③にそれぞれ入るもっとも適当な再三諮を 1誌で答えなさい。

間2 第3パラグラフの文尊重全体会日本語に訳しなさい。

名古屋大学大学院人文学研究科

ad29079907
長方形



著作権法で定められている公表された著作物を使用した入学試験問題に
本ウェブページの公衆送付について著作権者より許諾を得ていないため、
これを削除し、出典名等を記載することとします。

博士前期諜程 2020年度第2期
大学院入学試験問題

ー（一般入試・社会人入試）
人文学 専攻 問題種別 専門試験

分監盟品件史専 試験科目 フラリ号~並畳

次の文章を読んで、下線部①～③を司本語に訳しなさい。

出典：Jean”Frarn;:oisLemarignier, La France mi.ζfievale, Ze edition, Armand Colin, 

2000, p. 99. 

名古農大学大学i爽人文学研究科

ad29079907
長方形



著作権法で定められている公表された著作物を使用した入学試験問題に
本ウェブページの公衆送付について著作権者より許諾を得ていないため、
これを削除し、出典名等を記載することとします。

博士続期課程 2020年度第2期
大学院入学試験問題

ー（一般入試・社会人入試）
人文学 専攻

全土塑争前1
盟豊重量1

盆墜監塁

皇自輩墜

ト十ソ主主

次の文章の下線部①、②、③を日本語に訳しなさい。また下線部②の二重線（c）について、

本文を参考にして事例を一つ挙げなさい（日本語、 ドイツ語いずれでも可）。

（め著者の造語のラテン語で f移動する人j

(b）ラテン語で人間の状況

出典.Klaus J. Bade, Europa in Bewegung. Migration vom司paten18. Jahr加 ndertbis zur Gegenwart, 

C且 Beck:M註nchen2000, S. 11 -12. （一部改変）

塾畳

名古屋大学大学院人文学研究科

ad29079907
長方形



博士前期課程

ム_x_旦

全壁土車問

専攻

西洋史学

大学院入学試験問題
，（一般入試・社会人入試）

盟翠彊fill

量墜型車

次の（A）、（B）から一つを選び、その選択したテーマについて、西洋史上の

具体例を示しつつ、可能な限り幅広く論じなさい。

(A) 祝祭（festival)

(B) 法廷（court)

2020年度第2期

皇自量墜
西洋史学

塾旦

名古屋大学大学後人文学研究科



簿土前期懇程 2020年度第2期
大学院入学試験問題

（一般入試・社会人入試）
人文学 等攻

分野 1 門乏雪之伺えす
問題種別 専門書式験

試験科白日広新岳市三so科怠

問題 下記の A・Bニつの語群からそれぞれ 1つ以上の項目を選び、計 3項目

について説明を加えよ。（必ず A群から 2項目＋B群から 1項毘を解答す

る、または、 A群から 1項目＋B群から 2項目解答すること。）

u主意｝

・3項目が 2枚の解答用紙に収まるよう論述の量を工夫すること 0

・解答は、語群の順番通りでなくともよい。

・解答の冒頭に、解答する項目名を記すこと。

A群

1 .ラファエツロ・サンツィオ｛アテネの学堂》

2. レンプラント・ファン・レイン《夜警》

3. エドゥアール・マ糸《草上の昼食》

4. パブロ・ピカソ《アヴィニョンの娘たち》

B群

1 .葦其畠

2. 彦棋扉嵐

3. ニ条城二の丸御殿撞壁画

4. 歌山豊国（初代）

名古屋大学大学院人文学研究科



2020年度第2期
大学院入学試験開題

（一般入試・社会人入試）

博士前綴課程

盟運璽盟

科冨

重毘藍盤
.,_ 、

土L －；え蓋塾塾亘

重重

分野・専門支雪之伺え7
笠玄J』

問
題
次
の
漢
文
を
読
ん
で
、
以
下
の
聞
い
に
答
え
な
さ
い
。

部
寛
、
姓
語
、
名
中
正
、
字
仲
立
、
筆
原
人
、
性
温
厚
有
大
度
、
故
時
人
自
為
剖
到
。
居
山
林
問
、

常
危
坐
終
自
、
縦
呂
田
覇
、
以
求
其
趣
。
雄
雪
月
之
路
、
必
俳
個
凝
覧
、
以
発
思
慮
。
学
剰
刺
策
、
路

得
精
妙
、
尚
出
其
下
。
遂
対
景
造
意
、
不
取
繁
飾
、
写
山
真
骨
、
自
為
一
家
。

宋
有
天
下
、
為
山
水
者
、
催
刷
剖
与
劇
称
絶
、
主
今
無
及
之
者
。
時
人
議
臼
「
剰
刺
之
筆
、
近
視
如

千
里
之
速
、
活
寛
之
筆
、
遠
望
不
離
銭
外
、
皆
所
謂
造
乎
神
者
也
。
」

（
出
典
日
制
剣
道
欝
「
霊
朝
名
画
評
』
、
臨
口
問
叢
警
本
。

一
部
改
変
。
）

【
註
】
傍
線
部
は
、
人
名
、
地
名
、
閤
名
な
ど
の
圏
有
名
詞
で
あ
る
。

間
1

右
の
漢
文
を
、
日
本
語
の
書
き
下
し
文
に
直
し
な
さ
い
。

間
2 

右
の
漢
文
の
東
洋
美
術
史
に
お
け
る
蜜
義
に
つ
い
て
簡
潔
に
記
し
な
さ
い
。

名古震大学大学競人文学研究科



著作権法で定められている公表された著作物を使用した入学試験問題に

本ウェブページの公衆送付について著作権者より許諾を得ていないため、

これを削除し、出典名等を記載することとします。

博士前期課程 2020年度第 2期
大学院入学試験問題

（一般入試・社会人入試）
ム__x_J霊

堂竪二重自

霊~

え雪之伺え：7
問題種別

輩墜担亘

豊国盤整
4 之~
・'J',,..』 f1t:J 強盟

問題以下の英文をすべて日本語に訳しなさい。

上位典： GrandView: Special Exhibition of Northern Sung Painting and Calligraphy, National 

Palac己Museum,2006, p.16, 11.1-10. 

名古屋大学大学院人文学研究科

ad29079907
長方形



博士前期課程

人文学

分野？車問

護主主

賓室埜

2020年度第 2期
大学院入学試験問題

（一般入試＠社会人入試）
問題種別 専門試験

試験科臨 考盲学 型且

1.歴史学としての考古学、人類学としての考古学、科学としての考古学、それぞれについて略述しなさい。

2. 古代寺院研究における考古学的手法について、知るところを述べなさい。

3.駿素向｛立体比年輪年代法の原理と長所、短所について述べなさい。

4.考古学における 30技術の活用について、知るところを述べなさい。

5.前期！日石器裡造事件の経緯と背景、その後の展開について述べなさい。

6.考古学の発達に寄与した次の学者および遺跡について、その果たした役割を略述しなさい。

( 1 ）角田文衛 ( 2 ）難波宮跡

7. 次の遺跡・遊物について、知るところを述べなさい（遺跡については所在地を記すこと）。

(1）エリ穴遺跡

( 3 ）造山古墳

( 2 ）東名遺跡

(4）板碑

名古屋大学大学院人文学研究科



著作権法で定められている公表された著作物を使用した入学試験問題に
本ウェブページの公衆送付について著作権者より許諾を得ていないため、
これを削除し、出典名等を記載することとします。

博士前期課程 2020年産第2期
大学院入学試験問題

（一般入試・社会人入試）
ム...x...-.:主 喪主主 問題種別 専門誌量産

分野・専門文化人類学 試験科包 文化人類学 科目

間 1. 以下のテーマ群の中からテー？を主主2選蓋し、それぞれのテーマについて、呉｛体的な事例をあげなが

ら自由に論述しなさい（解答用紙は、子ーマごとに各 l枚使用すること）。

－神話と芸能

・神話と民間伝承

－地域文化とグローパリズム
．顕教と密教

・象徴と記号

－世界宗教と在来宗教
．文化遺産と観光

・浄土信仰と浄土宗

－民族言宏、学と理論人類学

間2. 次の英文を読み、内容を重量主しなさい。

＊出典：

Cannell, Fenelia, Introduction: The Anthropology of Christianity. In Anthmpology of Christianity,，巴d.
Fenella Cannell, 1 ・50. Duke University Press, 2006. 

間3. 以下の課題のどちらかひとつを選択し、論述しなさい。

A. 近代以降の文化人類学のフィーノレドワークの原理を簡潔に整理して述べたうえで、あなたが修士研究におい

ておこなう予定のフィーノレドワークの内容について、全体の研究計衡と関連させながらできるだけ詳細に響い

てください。

調査の閏的（何を、どこまで明らかにしようとするのか）、調査項段、識変手法、調査の際の留意点や心構

えなど、自由に記述してください。

B. 日本思想史・宗教テクスト学等の研究を大学院で進めるうえでの方法について、できるだけ具体的に研究計

画を記述してください。

調査の図的（何を、どこまで明らかにしようとするのか）、調査項呂、調査手法、調査の際の留意点や心構

えなど、自由に記述してください。

名古屋大学大学院人文学研究科
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